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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 山内　末子（新政クラブ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 環境評価書の提出について、知事の見解と今後の作業日程を伺う。

(2) 評価書提出をめぐり、田中防衛局長は懇談の場で「犯す前に言うのか」などという暴言を
発している。知事として防衛大臣の任命責任と本人の免職を求めるべきではないか。

(3) 日米地位協定改定について
　改定に向け、扉は少し開いたと考える。今後どのように取り組んでいくか。
　遺族を支える会を中心に活動をしているが、若者の関心がとても高くなりつつある。県
民がさらに「地位協定」に対する関心を深めることが大切だと思うが、「シンポジウム」、
「県民大会」など開催する用意はあるか。

2 カジノ・エンターテインメント構想について

(1) カジノを含めた統合リゾートについて地域説明会が行われているが、これまでの状況、内
容について伺う。

(2) 県民のコンセンサスはどのように得るのか。最終判断の目途はいつになるのか。

3 「沖縄子ども振興計画」（案）の策定について

(1) 政府にも要望を出しています計画事項について議論が重ねられていると思いますが、そ
の進状況を伺う。

4 子育て支援策について

(1) 里親支援について、沖縄県の里親の数、委託率、全国との比較について

(2) 里親支援相談員の設置状況について

(3) 児童養護施設を卒園する若者の自立支援策について、運転免許取得や資格取得支援
等の状況を伺う。

(4) 児童養護施設の児童相談員の職員配置状況と今後の計画について

(5) 次年度の子供育成事業の方向性、新しいメニューについて

5 「復帰40周年記念事業」について

(1) 事業計画の進状況を伺う。

6 観光政策について

(1) 闘牛を沖縄観光のメニューとして県内外にアピールすべきではないか。

(2) 世界遺産を取り込んだ観光メニューの取り組みが少ないとの指摘がある。計画を伺う。

7 新エネルギー政策について

(1) 県内におけるバイオエネルギーの利活用について

(2) 県内のＣＯ２排出量の動向と今後の対策について

8 住宅防音工事事業について

(1) モデル事業として行われていた太陽光発電設置について、沖縄電力との対応強化が必
要だという政府の見解がある。県の取り組みを伺う。

9 高等学校編成整備事業計画について

(1) 目的、効果等説明不足、議論不足、反対の声が大きいが、今後の方向性を伺う。
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 當間　盛夫（改革の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 知事就任５年目、基地問題や振興策のみずからの評価を伺う。

(2) 普天間基地移設問題、固定化を避ける知恵と対策を伺う。

(3) 環太平洋・アジア諸国との経済連携協定の協議が加速している。振興計画とあわせて知
事の見解を伺う。

(4) 来年は、復帰40周年・日中友好40周年など節目の年であるが、中国並びに台湾との歴
史・地勢・経済的関係をさらに構築する政策を伺う。

(5) ハローワークや能力開発・職業訓練の国・県・市町村の連携強化について伺う。

(6) 子供の貧困対策の取り組み、県内の生活保護世帯状況と自立支援策について伺う。

(7) 識名トンネル偽装契約などは、公共工事における透明性確保の欠落である。責任の所
在を明確にすべきではないか伺う。

2 振興計画の進状況について

(1) 知事が要請する一括交付金と3000億円の実現性について見解を伺う。

(2) 政府税制調査会の沖縄振興税制要望に対して見解を伺う。

(3) 今回の基本計画・基本プロジェクトとこれまでの計画との違いを伺う。

(4) 沖縄の中小企業を元気にする税制と輸送費の低減の進状況を伺う。

(5) 離島児童・生徒支援センター（仮称）の進状況について伺う。

(6) 特別振興対策調整費の増額を求めるべきではないかを伺う。

3 那覇空港について

(1) 那覇空港の処理能力は限界に近い、離発着状況等の現状を伺う。

(2) 那覇空港ビルディング株式会社の状況を伺う。

(3) 国際ターミナルビル改築計画の進状況と課題を伺う。

(4) ＪＴＡを県民の翼にすべきである、県の支援体制について伺う。

4 農連地区防災街区整備事業について

(1) 整備事業の現状と課題について伺う。

(2) 個別利用区などの権利変換計画の覚書締結について伺う。

(3) ポケットパークなど周辺整備事業の検討状況を伺う。

5 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 赤嶺　　昇（改革の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 田中聡沖縄防衛局長の犯す発言について知事の見解を伺う。

(2) 消費税増税に対する知事の考えを伺う。

(3) 指定管理者制度と雇用問題についての知事認識を伺う。

(4) 浦添看護学校譲渡についての課題を伺う。

2 教育・福祉・医療行政について

(1) 国負担分の保育所運営補助の動向を伺う。

(2) 認可保育所入所基準について伺う。

(3) 知事公約の少人数学級の達成状況を伺う。

(4) 認可外保育施設支援への取り組みを伺う。

(5) 学童保育支援への取り組みを伺う。

(6) 社会福祉法人や医療法人の公的役割と責任を伺う。

3 土木建築行政について

(1) 県発注の公共工事の課題について伺う。

4 防災行政について

(1) 消防広域化の進状況を伺う。

(2) 県全体の防災対策について伺う。

5 選挙について

(1) 社会福祉法人や医療法人における不在者投票や代理投票の取り組み状況を伺う。

(2) 社会福祉法人等での不在者投票や代理投票の違法取り締りに対する県警の対策を伺
う。

6 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 平良　昭一（改革の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 復帰40周年記念事業について

(1) 来年は沖縄が祖国に復帰して40年を迎える。国民運動が日本を縦断したあの当時の思
いを忘れないためにも記念事業開催は必要だが、県の思案を伺う。

2 雇用対策について

(1) 知事就任以来「失業率の本土並みを達成するのは、そう難しいことではない」と言ってき
たが、現在でも達成できていない原因をどう思うか伺う。

(2) 達成できていない原因は何か。また、この原因を分析したことがあるのか。結果があれば
公表してもらいたい。

(3) グッジョブ運動もマンネリ化しているとの声が聞こえ、産業界、労働界からも「失業率の本
土並み」は県のかけ声だけで具体性に欠けるとの指摘もある。どの位の雇用を創出でき
るかを調査分析し、それに基づく目標を定めるべきだと思うが伺う。

(4) 紙面によると、財団法人雇用開発推進機構で解散に向けての理事会が開かれ、各委員
から「雇用の創出課題はますます重要になっている中でこういう事態に追い込まれた事
について、県の取り組みが弱かった事が原因である」旨の意見が出されたようである。指
摘に対し知事はどう思うか伺う。

(5) 理事会終了後、理事長ほか役員で県に要請がなされたようですが、こういう要請は異例
であり、県の雇用に関する事業や予算の確保がなされなかったこと及び雇用開発推進機
構にかわる新しい組織が全く見えてこない不安からだと推測される。ここ数年の県の雇用
に関する事業予算がどうなっているか示していただきたい。あわせて新組織の設置につ
いての進状況はどうなっているのか伺いたい。

3 県立高校編成整備実施計画について

(1) 懇話会は、どのような視点で審議しているのか。

(2) なぜ今の時期に素案を発表し、その内容についても配慮に欠けるものだ。それぞれの地
域で波紋を広げているが、県の真意を聞きたい。

(3) 県は北部地域から他地域への生徒の流出が多いと言っているが、何が原因か。

(4) 現在の状態を打開するために、県はどのような支援策を講じてきたのか伺う。

(5) 県は「県土の均衡ある発展」を掲げるが、今回の素案は教育の格差を生む可能性が懸
念される。その見解を求める。

4 墓地行政について

(1) 墓地は、原則個人では所有できない。沖縄県がこれまでしてきた個人墓を容認してきた
との内容の容認の定義を示してほしい。

(2) 現在既にある無届け無許可墓に対する県の今後の対応を伺う。

(3) 公務員の人事異動をかんがみたとき、お墓の性格上、永続的に墓地の啓発、相談等の
活動を行う機関が必要だと思うが、県の考え方を伺う。

(4) 沖縄県民に対し墓地埋葬法の広報を行う必要は大きいが、県の対応を伺う。

5 農業振興について

(1) 農業生産法人の育成について

ｱ 農業生産法人に対する県の支援策について伺う。

ｲ 今後の県の取り組みと、ＪＡの活用をどのように考えるか。
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(2) 新規就農者育成について

ｱ 支援体制と現状について伺う。

ｲ 「沖縄県農業担い手育成基金」の創設を新たな沖縄振興計画に盛り込むよう国に求め
たとのことだが、有効な振興策として大変評価するものである。国との折衝を含めた予
算確保の進状況と知事の決意を伺いたい。

6 ２機目のドクターヘリ導入について

(1) 搬送症例ごとの検証を行い、地理的条件を踏まえて検討するとのことだが、２機目配置
に対する考え方を伺う。

7 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 佐喜真　淳（自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 与那国島への沿岸監視部隊の配置等に対して、知事の見解（評価）をお伺いいたしま
す。

(2) 国境離島に対する法整備を国に対して求めるべきと思うが知事の見解を伺います。

(3) 日中両政府が12月中旬にも日中境界策定に関する協議を再開するとの報道があるが、
知事の見解をお伺いいたします。

2 駐留軍用地返還跡地利用推進法（仮称）の制定について

(1) 軍転特措法・沖振法７章にかえて新たに一つの法律の制定が県の要望であるが、県の
要望どおり政府との調整は進んでいるのか現状をお伺いいたします。

(2) 新法の制定に向けての各政党の取り組み状況はどうか。

(3) 沖縄県軍用地等地主会連合会が求めている賃貸料査定方法等の見直しと予算措置の
実現見通しと県の取り組みをお伺いいたします。

3 サイバー攻撃・情報保全対策について

(1) 衆議院や参議院、政府機関をねらったサイバー攻撃が明らかになったが、県と県警はど
のような対策をなされたのか。さらに、今後懸念されることは何か。

(2) サイバー攻撃に対する十分な対策を政府に対して要請すべきと考えるがどうか。

(3) 県内のサイバー犯罪の推移と取り組み状況を伺います。

4 福祉行政について

(1) 障がい者の権利条例制定の取り組み状況についてお伺いいたします。

(2) 沖縄県がん対策基本条例制定に向けての取り組み状況と沖縄県に特化（特徴）した条
項をどのように盛り込んでいかれるのかお伺いいたします。

(3) 沖縄県がん対策推進計画（平成24年度まで）との整合性と第２次推進計画にどう反映す
る予定なのかお伺いいたします。

(4) 多くの市町村より離島におけるがん患者支援対策推進を求める要請があるが県の方針
はどうか。

(5) がん患者の「身体的・精神的・社会的な痛み」の解消のための充実した条項を設ける必
要があると思うが県はどのように考えているのかお伺いいたします。

5 新たな沖縄振興策(計画)と税制措置について

(1) 内閣府沖縄担当部局は、沖縄の自立型経済のさらなる発展につながる産業の育成を図
るため、ヒト(観光)、モノ(物流・産業)、カネ(金融)、情報（ＩＴ）の４分野に関連した地域制
度を抜本的に拡充する方針が示されたが、県の要望どおりの内容になっているのか、各
制度の具体的概要について御説明願います。

(2) それらの振興策実現のための取り組み状況と今後の課題等について

(3) 沖縄振興開発金融公庫の存続を求めているが、政府の対応はどうか。

6 平成21年にスタートしたＡＮＡ「国際貨物ハブ事業」の実績と課題。

7 平成22年に「カボタージュ規制」が一部緩和されたことによる沖縄県への経済効果と今後の
見通しについてお伺いいたします。

8 祖国復帰40周年事業の取り組み状況について
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(1) 記念式典の内容について御説明願います。

(2) 復帰実現に御尽力された先人の方々の功績や時代背景などを学校現場で教えるべきと
考えるが教育長と知事の見解をお伺いいたします。

(3) 40年の歴史の節目の年に沖縄県が中心になって各界各層に呼びかけ意義のある行事
等をすべきと考えるが、知事の見解と県の取り組みをお伺いいたします。

9 スポーツアイランド沖縄プロジェクトについて

(1) 取り組み状況と実績推移(人数・経済的効果等)。

(2) スポーツアイランド沖縄構築に向けてのハード面、ソフト面の整備の取り組み状況をお伺
いいたします。

(3) マリンスポーツ等の大会開催の推移と今後の取り組み方針。

(4) 平成24年度国民体育大会・第32回九州ブロック大会の取り組み状況と経済効果はどの
ようになっているのか。

10 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 新垣　良俊（自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 農林水産行政について
　人間が生きる上で衣食住が必要であり、その中でも食生活は欠かすことができない基本
中の基本であります。そこでお伺いします。

(1) 本県における食料自給率の現状と課題について伺いたい。

(2) 地産地消が叫ばれている中、本県の学校給食で県産農水産物の利用状況はどうか、総
額について伺いたい。

(3) 政府は環太平洋連携協定、いわゆるＴＰＰへの交渉参加を明らかにしておりますが、県
内農水産物に与える影響について伺いたい。

2 離島・過疎地域の振興について

(1) 離島・過疎地域の生活基盤整備について

ｱ 離島航路事業に対する燃料高騰分の補てんについて
　離島航路補助制度における市町村負担分は３分の１へ移行の状況にあり、各離島航
路事業者は経費の節減、合理化経営の健全化等に取り組んでいるところである。過疎
化が進んでいる離島町村としては、新たな財源の確保が難しく物件費や人件費の削減
など歳出削減に務めている中で、燃料費高騰により基金の取り崩しなどを強いられ、離
島航路事業の維持運営の圧迫要因となっている。そこで、住民サービスを低下させな
いためにも、燃料費高騰分を補てんする対策を講ずるべきと思うが見解を伺いたい。

ｲ 離島の水道事業について
　水道事業は、水道法で原則として市町村が経営することと規定されている。本島では
ほとんどの市町村が独自の水源をもっていません。本島22の市町村と伊江村に対して
は、県企業局が水源開発から浄水処理までを行い水を供給しています。市町村はその
水を購入して住民へ供給する仕組みである。そして、市町村は配水施設の運転・維持
管理、料金徴収が主な業務になっている。しかし、小規模な水道事業を実施している
離島は、単独で源水から浄水をつくり住民への供給まで行わなければなりませんので、
そのコストは当然高額になり水道料金への転嫁ということになります。その上、水道実務
者の兼任など人材、技術力の確保が困難ですので、安心・安全な水の供給と高額な水
道料金の課題については早急に取り組むべき問題と考えます。
　そこで、お伺いします。
　慢性的な渇水に悩む座間味村など離島６村が県に対し広域化など水道事業の格差
是正を求めているが、今後、どのように取り組んでいくか方針等について伺いたい。

ｳ 渡名喜村の消波ブロックの設置について
　平戒21年度より第一沖防波堤（Ｌ＝240ｍ）の周辺に消波ブロックが設置されている
が、一層積ということや防波堤２基で420メートルもあり、その防波堤に沿って潮の流れ
が漁港内に注いで漁船の停泊係留に支障が出ている。また、北風のため波高３メート
ル以上になると沖防波堤を越波し、漁船の出入港及びフェリーの欠航がたびたびあり、
村民生活に支障を来している。これらのことから、港口部の波浪を抑制し出漁機会を増
加させ、さらに漁船が安心して停泊できるように、そして、生活航路であるフェリーの出
入港が安全に運転できるよう越波、潮流対策として、第一、第二沖防波堤周囲への新
たな消波ブロックの設置についてどのように取り組んでいくか、現在の取り組み状況と
今後の方針について伺いたい。

(2) 離島・過疎地域の農業振興について

ｱ 粟国村の畑地かんがい事業整備について
　粟国村では、金附名地区、巣飼地区、四志地区の３地区が団体営による土地改良事
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業を終了し、県営事業の寄草地区についても平成22年度で終了いたしました。しかし
ながら、かんがい排水事業が同時並行で施工できず、農家は畑への散水作業に常日
ごろから苦労しながら、干ばつ対策を行っている状況である。また、遊休地が多いのも
かんがい排水事業の実施がおくれていることも原因であります。粟国村の持続的な農
業振興を図るためには、畑地かんがい事業の整備は重要であります。今後、どのように
取り組んでいくか方針等について伺いたい。

ｲ 南大東漁港北大東地区の整備推進について
　南大東漁港の整備に伴い漁業者の増加、漁船の大型化が図られ、産業の少ない南
大東村において水産業の発展が期待されている。しかしながら、ソデイカ漁の最盛期で
ある11月から４月までの間、沖で操業することが可能であっても季節風による波浪により
南大東漁港への出入港できない厳しい状況にある。年間を通して操業ができることが
水産業の発展につながるため、漁港として年間を通して出入港を可能にするため、そ
れなりの整備が必要と思われます。
　そこで次のことを伺います。

(ｱ) 北大東地区の全体計画について

(ｲ) 現在の進率と今後の見通しについて

ｳ 南大東村における農業拠点施設の整備について
　南大東村では、昭和58年に離島振興総合センターが完成し、村民の集会、研修の地
域活動等の拠点として利用されてきました。しかし、既に32年も経過して老朽化が進
み、さらに耐震構造上の問題もありますので、できる限り早期に建てかえることが必要と
思います。よって、適切な補助事業等を導入し、防災上の観点から地震等の災害に対
しても安全性が高い集会・研修施設の整備を図るべきであると考えます。
　そこで伺います。

(ｱ) 離島振興総合センターは、建築して32年経過しているが、所管省庁はどこの管轄か。
また、建てかえの基準は何年経過すれば可能か。

(ｲ) 南大東村では、農業生産基盤の整備が進められています。地域における農業生産性
の向上を図るため、また、農村振興のためにも農業拠点施設の整備は必要である。事
業採択に当たっての問題点と要件があるかどうか伺いたい。

(ｳ) 農業拠点施設は昭和50年代に農村総合整備モデル事業の農村環境改善センターと
いう名称で整備されたと思うが、現在はどのような事業で実施されているか伺いたい。

3 産業用大麻(ヘンプ)の研究栽培について

(1) 日本も国際条約と同様に「茎」と「種子」の産業用の利用は法律に抵触するには当たりま
せん。大麻取締法第１条の定義においても、「大麻草の成熟した茎及びその製品並びに
大麻草の種子及びその製品を除く。」とあるが、そのことについて見解を伺いたい。

(2) 新聞をにぎわせる大麻事件は、花穂や葉を所持したり、許可なく栽培している場合は大
麻取締法違反になると思うが、大麻草の茎や種子の所持が規制対象となり、大麻取締法
に違反することになるか伺いたい。

(3) 県として、農業試験場と工業試験場がタイアップして、付加価値の高い植物がどのような
製品となるか研究すべき価値はあると思うが、見解を伺いたい。

4 土木建築行政について

(1) 県道東風平・豊見城線の早期整備について
　県道249号線東風平・豊見城線は、平成10年度に豊見城側から着手されてはや10年
が経過しているが、遅々として事業の発展が見られない状況である。当該道路は、八重
瀬町及び南城市と那覇・豊見城を結ぶ産業の振興や地域間の交流には欠かせない重
要な路線であり、八重瀬町地域も早期に事業認可し整備を図る必要がある。また、現豊
見城火葬場の後継施設として、南部広域市町村圏事務組合が建設を計画している南斎
場が平成25年に供用開始される予定であるが、現状では八重瀬町や南城市からのアク
セスが非常に悪い状況である。東風平・豊見城線の早期整備は、斎場利用者を初め周
辺地域や南部広域の発展に大いに寄与するものと期待されているが、事業認可と整備
についてどのように取り組んでいくか、今後の方針について伺いたい。

(2) 与那原海岸の既設護岸の整備について
　平成11年度から与那原町港区から当添区にかけて、中城湾港海岸高潮対策事業で護
岸工事が施工されました。そして平成13年度から町道板良敷沿岸線が整備され、地域
や町の発展に大いに寄与するものと期待されております。しかしながら、与那原町青少
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年広場からゆめなり橋までの与那原海岸の既設護岸は、琉球政府当時に築造したもの
で、経年劣化による破損が激しく、耐久性、耐震性に問題がある。また、既設護岸の背後
敷地には雑草が生い茂り、安全面・衛生面で劣悪な状況にある。そこで、既設護岸の整
備について、今後どのように取り組んでいくか方針等について伺いたい。

(3) 報得川の拡張整備について
　報得川は二級河川で計画規模は10年から30年に一度程度とされていると思うが、二、
三年、いや、ほぼ毎年発生するゲリラ豪雨に対応できない報得川を早期に拡張整備を
推進すべきである。拡張整備については、過去の議会において何度かお願いをしてきた
ところでありますが、費用対効果で整備が難しいという答弁でありましたが、河川断面の
調査を実施したことがあるか。また、流出係数は畑から宅地に変わっているが見直す必
要性はないか、見解を伺いたい。

(4) 小規模離島での県営住宅建設について
　９月の新聞紙上で、県人口140万人突破とトップで報道されました。高い出生率に支え
られた自然増と不景気に伴う労働者のＵターンや移住ブームなどの社会増の両方が寄
与したとみられるとのことである。しかしながら、離島市町村での人口減少がとまらず、小
規模離島を中心に過疎化が進み、地域社会の衰退が懸念されます。離島町村は定住
促進、人口増を図るための新たな公営住宅の建設は厳しい財政状況では極めて厳しい
ことから、県営住宅の建設を進める必要があると思うが、どのように取り組んでいくか伺い
たい。

5 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 浦崎　唯昭（自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 東日本大震災で発生した大量の瓦れきの処理について

ｱ 野田首相は、政府主催全国都道府県知事会議において、瓦れきの広域処理について
受け入れをお願いされました。そのことに対し知事の見解を伺います。

2 都市計画行政について

(1) 長期にわたっている計画について

ｱ 決定をされ、いまだ継続されている物件を詳しく示してください。

ｲ 長期にわたると問題の本質をとらえ切れず、執行することも困難になると思いますが、
状況の説明をお願いします。

ｳ 憲法29条の財産権にも反すると言われていますが、いかがですか。

3 教育行政について

(1) 武道について

ｱ 武道とは、どういう科目ですか。

ｲ 武道を必修科目に選定する目的を示してください。

ｳ 武道の教師の選定方法を教えてください。

(2) 県指定無形文化財について

ｱ 文化に秀でて、指定に値する人材は現在おられますか。

ｲ 人材の発掘はどのようになされていますか。

4 福祉行政について

(1) 障害者の支援について
　行政財産目的外使用は障害者基本法の第21条及び第22条に反するという声がありま
すが、見解をお聞かせください。

5 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第8回沖縄県議会(定例会)

12月07 日(水)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

8 17分 照屋　守之（自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 沖縄21世紀ビジョンの推進について

(1) 平成24年度スタート予定の新たな振興計画推進のための法律制定に向けての進状況
とめどについて伺う。

(2) 沖縄振興一括交付金3000億円の進と決定時期は。

2 沖縄科学技術大学院大学の開学に向けて

(1) 大学院大学設立を受けて開学までの取り組み。

(2) 開学時における教授及び研究員、学生の体制。

(3) 特許及び研究成果のビジネス化の体制と取り組み。

3 県立病院事業について

(1) ３カ年間の経営再建の取り組みによる意識改革や経営体質の改善は。

(2) 今後の病院事業の経営は。

4 県経済の振興について

(1) 企業の誘致（ＩＴ津梁パークも含めて）

(2) 観光の推進。

(3) 地場産業の展開。

(4) 企業化や新たなビジネスの可能性。

5 八重山中学校教科書採択問題について

(1) 11月28日の県教育長、石垣市教育長、竹富町教育長、与那国町教育長との意見交換
の目的と成果。

(2) それに向けての県教育委員会の取り組み。

(3) この問題はどのように解決させるのか。

6 我が党の代表質問との関連について


